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第１章 計画策定の概要 

 

１．計画策定の背景と趣旨 

 

 平成１８年に自殺対策基本法が制定されたことにより、それまで「個人の問題」とされて

きた自殺が、「社会の問題」として認識されるようになり、社会全体での自殺対策が進めら

れるようになりました。 

国を挙げて自殺対策を総合的に推進した結果、全国的に自殺者数が減少していますが、依

然として２万人を超える水準で推移しています。 

本町においては、令和２年３月に「美瑛町自殺対策計画」を策定し自殺対策に取り組んで

いますが、自殺者数は減少したものの、今なおかけがえのない命が失われている現状があり

ます。 

計画期間には、新型コロナウイルス感染症が発生し、人と人との接触が長期的に限定され

たこともあり、授業や就労などあらゆる場面で ICT の活用が進みました。つながりが希薄

化する懸念はありますが、情報の発信やコミュニケーションツールとして活用を広げること

が今後の課題となります。 

これまでの対策を評価するとともに、国が令和４年１０月に見直した自殺総合対策大綱や

北海道自殺対策行動計画が見直されたことを踏まえて本計画を見直します。 

自殺は、その多くが追い込まれた末の死です。自殺の背景には、精神保健上の問題だけで

なく、過労、生活困窮、育児や介護疲れ、いじめや孤立などの様々な社会的要因があること

が知られています（自殺の危機要因イメージ図：図１参照）。自殺に至る心理は、様々な悩

みが原因で追い詰められ、自殺以外の選択肢が考えられない状態に陥ったり、社会とのつな

がりの減少や生きていても役に立たないという役割喪失感から、また与えられた役割の大き

さに対する過剰な負担感から、危機的な状態にまで追い込まれてしまう過程と見ることがで

きます。自殺に追い込まれるという危機は「誰にでも起こり得る危機」です。 

そのため、自殺対策は、保健、医療、福祉、教育、労働その他の関連施策との有機的な連

携が図られ、「生きることの包括的な支援」として実施されなければなりません（自殺対策

基本法第２条）。自殺対策基本法は第１条において、「自殺対策を総合的に推進して、自殺の

防止を図り、あわせて自殺者の親族等の支援の充実を図り、もって国民が健康で生きがいを
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持って暮らすことのできる社会の実現に寄与することを目的とする」とうたっています。 

美瑛町は、全ての人がかけがえのない個人として尊重され「誰も自殺に追い込まれること

のない社会」の実現を目指し、自殺対策を総合的に推進していきます。 

 

図１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．計画の法的根拠 

  

 本計画は、平成２８年に改正された自殺対策基本法に基づき、国の定める自殺総合対策大

綱の趣旨を踏まえて、同法第１３条第２項に定める市町村自殺対策計画として策定するもの

です。 

美瑛町まちづくり総合計画を上位計画とし、次のとおり関連計画や北海道自殺対策行動計

画との整合を図りながら策定していきます。 
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３．計画の期間 

 令和７年度から令和１１年度までの５年間の計画とし、国の施策と連携する必要がある

ため、自殺総合対策大綱の改正や社会情勢の変化を考慮し見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美瑛町まちづくり総合計画 

美瑛町地域福祉計画 

・美瑛町健康増進計画 

・美瑛町子ども・子育て支援計画 

・美瑛町障がい児福祉計画 

・美瑛町障がい者福祉計画 

・美瑛町高齢者福祉計画 

自殺対策基本法 
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第２章 美瑛町における自殺の状況 

 

１．自殺者数・自殺死亡率（平成２５年～令和４年合計） 

 美瑛町の自殺者は、平成２５年から令和４年までの１０年間で２７人です。 

人口１０万人あたりの自殺死亡率（以下、人口１０万対）は、4.2 人減少しましたが、全

国、全道等を上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※自殺死亡率 人口１０万人あたりの死亡者数の値。 

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R２ R３ R4

男 1 3 3 1 3 2 2 0 2 3

女 0 0 2 1 1 1 0 1 1 0

計 1 3 5 2 4 3 2 1 3 3

美瑛町の自殺者数（人）

全国 全道 上川中部 美瑛町

H25～H29 18.50 19.90 18.50 28.40

H30～R4 16.40 18.04 17.97 24.20
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２．性別・年代別（平成３０年～令和４年合計） 

 平成３０年からの５年間では自殺者が１２人で、男性が女性の３倍多く、自殺死亡率を全

国と比較すると男性が 1.7 倍、女性が１.0 倍となっています。 

 年代別にみると、男性の自殺死亡率は平成２５年から平成２９年と同様に、２０から３９

歳の男性が最も高く、人口１０万対では全国の５倍以上となっています。また、女性は６０

歳から７９歳の３人が自殺しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代（歳) 
20 歳 

未満 

20 歳 

～39 歳 

40 歳 

～59 歳 

60 歳 

～79 歳 

80 歳 

以上 
計 

男性 

自殺者数 0 ５ ２ １ 1 ９ 
自殺死亡率 
(人口 10 万対) 0.0 128.4 31.2 14.5 37.8 38.9 
全国自殺死亡率 

(人口 10 万対) 3.9 24.3 28.2 25.0 34.3 22.7 

女性 

自殺者数 0 0 0 ３ ０ ３ 
自殺死亡率 
(人口 10 万対) 0.0 0.0 0.0 37.8 0.0 11.3 

全国自殺死亡率 

(人口 10 万対) 2.7 10.9 12.9 14.9 16.7 11.3 

美瑛町総数 0 5 ２ 4 １ 1２ 

（厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」） 
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３．生活状況別（平成３０年～令和４年合計） 

 自殺者１２人のうち９人が男性で、うち２０歳から５９歳が７人であり、前回と同様に働

き盛り世代の自殺が多い状況となっています。しかし、前回は全員有職者だったのに対し、

今回は有職者３人、無職者４人であり、新型コロナウイルス感染症や経済不況等などが続い

たため、様々な制限や制約から新たなリスク要因が生じている可能性もあります。 

 また、家族同居の自殺者が約 6 割を占めており、家族だけでは自殺を防ぎきれない現状

が伺えます。  

 

性別 年齢階級 就労 同独居 

美瑛町 全国 

自殺 
者数 

割合 
自殺 
死亡率 
(10 万対) 

割合 
自殺 
死亡率 
(10 万対) 

男性 

20～39 歳 

有職者 
同居 1 8.3% 41.4 5.9% 15.7 

独居 1 8.3% 167.5 3.9% 27.9 

無職者 
同居 2 16.7% 336.7 4.0% 50.9 

独居 1 8.3% 1,472.4 2.2% 90.0 

40～59 歳 

有職者 
同居 1 8.3% 20.1 10.0% 15.9 

独居 0 0.0% 0.0 4.7% 36.1 

無職者 
同居 0 0.0% 0.0 4.6% 95.6 

独居 1 8.3% 606.4 4.1% 233.6 

60 歳以上 

有職者 
同居 0 0.0% 0.0 3.9% 12.0 

独居 1 8.3% 209.4 1.7% 30.3 

無職者 
同居 0 0.0% 0.0 11.5% 28.1 

独居 1 8.3% 132.0 7.3% 83.1 

女性 

20～39 歳 

有職者 
同居 0 0.0% 0.0 1.9% 6.3 

独居 0 0.0% 0.0 1.1% 12.7 

無職者 
同居 0 0.0% 0.0 2.9% 15.8 

独居 0 0.0% 0.0 1.0% 35.9 

40～59 歳 

有職者 
同居 0 0.0% 0.0 2.6% 6.3 

独居 0 0.0% 0.0 0.7% 13.0 

無職者 
同居 0 0.0% 0.0 5.2% 16.5 

独居 0 0.0% 0.0 1.4% 43.6 

60 歳以上 

有職者 
同居 0 0.0% 0.0 0.8% 5.5 

独居 0 0.0% 0.0 0.3% 7.7 

無職者 
同居 3 25.0% 43.1 8.7% 12.6 

独居 0 0.0% 0.0 4.1% 20.2 

合計 

有職者 
同居 2 16.7% 

 

25.1% 

 
独居 2 16.7% 12.4% 

無職者 
同居 5 41.6% 36.9% 

独居 3 25.0% 20.1% 

（厚生労働省「地域における自殺の基礎資料」） 

（前回 平成２５年から平成２９年の特徴） 

 ・２０から５０歳代の男性自殺者７人は全て有職者 

 ・自殺者の８割が家族同居。 
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（１）美瑛町の主な自殺の特徴（平成３０年～令和４年合計） 

 

自殺総合対策推進センター「地域自殺実態プロファイル 2023」) 

1 位～5位の順位は自殺者数の多い順とし、同数の場合は自殺死亡率の高い順とした。 
*「背景にある主な自殺の危機経路の例」は自殺実態白書 2013（ライフリンク）を参考にし
た。 
 

 

（２）有職者の自殺の内訳（平成 30 年～令和４年合計） 

職業 自殺者数（人） 割合 全国割合 

有職 ４ 33.3% 38.7% 

無職 ８ 66.7% 61.3% 

合計 １２ 100.0% 100.0% 

 

 

（３）自殺者における未遂歴の総数（平成３０～令和４年合計） 

未遂歴 自殺者数（人） 割合 全国割合 

あり ３ 25.0% 19.５% 

なし ８ 66.7% 62.5% 

不詳 １ 8.3％ 18.0％ 

合計 1２ 100.0% 100.0% 

  

上位５区分 
自殺者数 
5 年計
（人） 

背景にある主な自殺の危機経路*の例 

１位:女性 60 歳以上無職同居 3 身体疾患→病苦→うつ状態→自殺 

2 位:男性20～39 歳無職同居 ２ 
➀【30 代その他無職】ひきこもり+家族関係の不和→孤立→
自殺／②【20 代学生】就職失敗→将来悲観→うつ状態→自
殺 

3 位:男性20～39 歳無職独居 １ 
➀【30 代その他無職】失業→生活苦→多重債務→うつ状態
→自殺／②【20 代学生】学内の人間関係→休学→うつ状態
→自殺 

4 位:男性40～59 歳無職同居 １ 失業→生活苦＋借金→うつ状態→自殺 

5 位:男性60 歳以上有職独居 1 配置転換→転職+死別・離別→身体疾患→うつ状態→自殺 
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４．これまでの評価 

 医療、福祉、教育、労働その他の関連施策と有機的に連携し、「生きることの包括的な支

援」が図られるよう美瑛町自殺対策計画を策定しており、５つの基本方針に沿って、行政

内各部署が各種事業を推進してまいりました。 

 

＜基本方針＞ 

１ 「つながり」のある地域づくり 

 行政区、町内会、民生委員児童委員協議会等の関係機関との連携によるコミュニティづく

りは、人とつながりを持つことが重要ですが、第２次美瑛町地域福祉計画の策定時に実施し

た町民ニーズ調査では、地域活動への参加状況の問いで、２０歳から３０歳代の２３％以上

は関心がなく誘われても参加するつもりがないと回答していることから、現代のコミュニテ

ィづくりをどう進めるかが課題です。 

 

２ 相談支援の充実 

 役場の窓口においては包括的な支援を心掛け、各窓口で気になることがあれば関係部署

につながるよう努めてきました。しかし、役場以外にも北海道などが設置する専門的な窓

口もあるため、今後は様々な方法で情報発信する必要があります。 

 

３ 自殺対策を支える人材の育成 

 市民後見人や認知症サポーターの養成を計画的に進めているほか、地域ケア会議や民生

委員児童委員協議会等において自殺実態や自殺対策についての情報提供を行い、理解の促

進に努めてまいりました。 

 また、人権擁護委員による小中学生を対象としたいじめ等に関する人権教室で自殺対策

等の啓発なども実施してきました。 

 ゲートキーパー研修は役場職員を対象に実施していますが、より広く町民へ啓発する必

要があります。 
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４ 町民への啓発と周知 

 専門医によるこころの健康づくり教室（講演会）を開催し、精神疾患の正しい理解の普

及を図りながら、早期発見、早期治療への理解を深めました。 

 また、平成２４年から精神保健相談会を年１２回実施して専門医による個別相談の機会

を設けており、病気や発達に関する正しい理解や対応方法などについて丁寧に支援してま

いりました。 

専門科への受診にためらいを感じる方もいる中、町内で個別相談の機会をもつ意義は高

いと思われます。 

  

５ 地域におけるネットワークの強化 

 地域の各種団体や住民が日頃から見守り、支え合うネットワークがくらしの安心には必

要です。地域で困難を抱える人に気づき、適切な機関につなげることは自殺対策にとって

大変重要であると考えます。 

 人との関りが希薄化する現代において、地域ネットワークの重要性を再認識いただける

ようあらゆる場面での啓発と連携を検討します。 

 

第３章 美瑛町の自殺対策における取り組み 

 

1．基本理念 

 町民一人ひとりが、認めあい、つなぎあい、支えあうことで、生きる力をはぐくみ、町

民の誰もが自殺に追い込まれることのないように、『命』を大切に守る活動に取り組みま

す。 

 

２．数値目標 

 平成３０年～令和４の自殺者数１２人に対し、今後５年間の自殺者数を１０人以下（１

０％以上の減少）とします。 

 

３．基本方針 

 評価を踏まえて基本方針を一部見直すものとし、行政内各部署の取り組み（別表１）
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は、より包括的な支援となるよう見直します。 

 本計画では、（６）児童生徒の SOS の出し方に関する教育を加え、子どもの権利保障の 

普及と環境整備にも取り組みます。 

 

（１）「つながり」のある地域づくり 

   子どもからお年寄りまで、だれもが人とつながりをもてる地域づくりを目指します。 

 【具体的な取り組み】 

 ・子育て中の親同士がつながる機会の充実 

 ・仲間づくり、見守りができる地域サロン活動の推進 

 ・老人大学や老人会など各種団体とのつながり 

 ・SOSネットワークの実施（地域見守り活動） 

 ・行政内各部署の取り組み（別表１参照） 

 

（２）相談支援の充実 

  行政内各部署の各種相談機能をわかりやすく周知し、悩みや困り事の相談窓口を明確

にすることで、町民が気軽にアクセスできるよう環境づくりに努めます。 

 【具体的な取り組み】 

 ・広報紙に加え、電子メールやアプリなど各種媒体で窓口や相談会を紹介 

 ・個別相談支援の実施（保健医療福祉の関係機関や専門職による各種個別相談支援、教 

育相談、納税や生活保護他経済的な相談、労働相談等） 

 ・自殺対策相談窓口一覧（上川中部自殺対策連絡会議発行）（別紙２参照）の周知 

 ・訪問型相談支援の実施 

 ・保健師、心理士、スクールソーシャルワーカー等と連携する 

 ・行政内各部署の取り組み（別表１参照） 

  

（３）自殺対策を支える人材の育成 

互いに見守り支え合う意識が高まり、町民一人ひとりがゲートキーパー（＊）となる

地域づくりを目指します。 
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 【具体的な取り組み】 

 ・ゲートキーパーの意義と役割について普及・啓発と養成 

 ・相談窓口担当者（ゲートキーパーを含む）の資質向上と心の健康を維持するためのサ

ポート 

 ・行政内各部署の取り組み（別表１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）町民への啓発と周知 

  専門医によるこころの健康づくり教室（講演会）を引き続き開催しながら、生きるこ

との阻害要因と促進要因のバランス調整が自殺対策に重要であることを啓発します。 

 

 また、精神保健相談会については、町ホームページや公式 LINE のほか、学校や、企

業等にも事業の周知を図ります。  

 ・自殺やこころの健康等に関する正しい知識の普及啓発 

 ・生活リズムの安定やストレス解消に関する情報の提供 

＊ゲートキーパーとは： 

悩んでいる人に気づき、声をかけてあげられる人のことです。特別な研修や資格は必要

ありません。誰でもゲートキーパーになることができます。周りで悩んでいる人がいたら、

やさしく声をかけてあげて下さい。声をかけあうことで、不安や悩みを少しでも和らげるこ

とができるかもしれません。ゲートキーパーは「変化に気づく」「じっくりと耳を傾ける」「支

援先につなげる」「温かく見守る」という４つの役割が期待されていますが、そのうちどれか

１つができるだけでも、悩んでいる方にとっては大きな支えとなるでしょう。 
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・メンタルヘルスを含めた職場における健康管理と、適正な労働についての周知 

・情報モラルや情報セキュリティに関する知識の向上を図り、インターネット上の誹謗 

中傷等を防止する。 

・行政内各部署の取り組み（別表１参照） 

 

（５）地域におけるネットワークの強化 

  自殺対策において、医療、保健、生活、教育、労働等に関する様々な関係機関が町民

と顔の見える関係を築きながら協働し、地域で支え合えるまちづくりを目指します。 

 【具体的な取り組み】 

 ・町内会、民生児童委員、老人クラブ、社会福祉協議会、NPO 団体、 美瑛町地域福祉 

総合連携会議、保健医療福祉関係事業者などの各種団体と行政がつながりを持ち、引 

きこもり者等の情報を収集しながら対応する 

 ・関係機関で自殺対策相談窓口一覧（上川中部自殺対策連絡会議発行）を共有する 

 ・こころの悩みを抱える人の早期発見と支援につなぐための連携体制を充実させる  

 ・行政内各部署の取り組み（別表１参照） 

 

（６）児童生徒の SOS の出し方に関する教育 

  核家族化が進み、就労のため親と子が共に過ごす時間が減少しており、祖父母や近所づ 

きあいなども希薄化する中で、日頃から子どもと接する保育・教育現場等での見守りや気 

づきがより重要となっています。 

 また、学童保育や放課後デイサービスなどの定期利用も増えており、子どもが思いを伝 

える貴重な場所となっています。 

 幼児期から自己肯定感を高める教育と関りを持ち、どの子にも様々な悩みや思いを伝え 

られる場所や人ができるよう、子どもに関わる機関が日頃から関係性を築き、SOSを出 

しやすい雰囲気づくりが進むよう働きかけます。 

 

4．計画の推進体制 

町民の誰もが自殺に追い込まれることのないよう、町民一人ひとり、関係団体、行政が

連携して『命』を守るために必要な「生きるための包括的な支援」活動に取り組む必要が
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美瑛町役場 

 

 （ 

 

 

 

 

 

H保健福祉課  保健センター 

        （精神保健相談等） 

 

 

 

 

 

 

 

あります。 

また、役場では日頃から本計画の基本方針を踏まえ、各種事業を横断的に推進します。 

 

 

【まちの相談体制】 
 悩みを抱えず、保健福祉課の地域包括支援センターへご相談下さい。 

 また、地域で生活にお困りの家庭や、心配な家庭がありましたらご連絡下さい。 

（窓口に来られない方はご自宅等へ出向きますのでお電話下さい。） 

 

 社会福祉士、保健師、公認心理師などがお話を伺い、関係機関と連携しながらご

支援します。 

   

 

 

 

  

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域包括支援センター 

☎（0166-92-4248） 

相談者 

国・北海道の 

機関 
福祉団体等 

教育 

住宅 

就労 

疾病 

交流 

運動 

地域 



14 

 

  （別表１） 

 

 

【行政内各部署の取り組み】 

 

 

 

 

＜基本方針＞ １ 「つながり」のある地域づくり  

２ 相談支援の充実  

３ 自殺対策を支える人材の育成  

４ 町民への啓発と周知  

５ 地域におけるネットワークの強化 

６ 児童生徒の SOS の出し方に関する教育（次期計画から追加） 

 

事業名 事業概要 実施内容 
基本方針（次期計画） 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

総務課 

交通安全啓発

事業 

美瑛町交通安全対策推進協

会 

会員に自殺対策相談窓口一覧のリーフレット等を配布する。 

    ● ●  

各種情報発信 

 

ホームページ及び広報紙面

への掲載 

ホームページ及び広報紙面に計画概要等を掲載する。 

    ●   

防災事業 

 

被災者の相談 被災者が必要とする支援に対する相談及び各担当部署との調

整を行う。  ●  ● ●  

福利厚生 ストレスチェック、健康診

断等 

心身の不調を早期に把握し、メンタル不調を未然に防ぐ。 

  ●     

まちづくり推進課（政策調整課） 

日本で最も美

しい村推進事

業 

本町の地域資源の保全並び

に活用を図るため、町民参

加による美しい村活動を推

進するとともに、町内外へ

の普及活動を展開する 

町民が参加する各種事業において、ゲートキーパー研修の案

内や自殺対策相談窓口一覧の掲載されたリーフレットを配布

し、啓発に努める。    ●   

住民生活課 

防犯協会支援

事業 

 

美瑛町防犯協会への 

補助事業 

 

 

協会役員や指導員を通じ、会議開催時や事業実施時に地域の

治安や住民の生活、経済的な問題に関する困りごと等を積極

的に聞き取りし、必要と考えられる支援があれば担当部署に

つなげる。 

 ●  ● ●  

戸籍管理事業 

 

 

戸籍事務、住民基本台帳事

務、年金事務等 

 

 

戸籍、住民基本台帳事務及び年金事務に係る各種申請、相談や

ＤＶに関する手続、相談等で、生活や経済的な問題に関する困

りごと等を把握した場合、必要となる支援があれば担当部署

につなげる。 

 ●  ● ●  

公衆衛生協会

補助事業 

 

団体への補助事業 

 

 

協会役員や会員を通じ、会議開催時や事業実施時に住民の生

活、経済的な問題に関する困りごと等を積極的に聞き取りし、

必要と考えられる支援があれば担当部署につなげる。 
 ●  ● ●  

消費者行政推

進事業 

 

消費者問題関連の町民から

の相談対応 

 

町民からの相談対応時の聞き取り等で生活や経済的な問題に

関する困りごと等を把握した場合、必要となる支援があれば

担当部署につなげる。 
 ●  ● ●  

町営住宅管理

事業 

 

町営住宅の管理運営と計画

的な維持修繕 

 

町営住宅に関する各種申請受付時や入居者からの聞き取りや

相談等で、生活や経済的な問題に関する困りごと等を把握し

た場合、必要となる支援があれば担当部署につなげる。  ●  ● ●  

移住・定住 

 

 

移住希望者の相談及び居住

後のフォローアップ（セカ

ンドホーム利用者を含む） 

移住希望者に対する暮らし全般の情報提供及び必要な支援を

しながら関係部署との調整を行う。 

● ●   ●  
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保健福祉課 

ひとり親家庭
等医療費助成 
 

ひとり親家庭等医療費の助

成 

 

申請時の聞き取り等で、生活実態や困りごとを把握し、他に必

要と思われる支援がれば、担当部署につなげる。 

 

 ●  ● ●  

重度心身障害
者医療費助成 
 

身体や精神に重度の障害が

ある住民の医療費の助成 

申請時の聞き取り等で必要となる支援があれば、担当部署に

つなげる。  ●  ● ●  

国民健康保険 
 
 

国民健康保険への加入脱退

手続 

手続き時の聞き取り等で必要となる支援があれば、担当部署

につなげる。  ●  ● ●  

養育医療 
 

未熟児に対する医療費の助

成 

申請時の聞き取り等で、生活実態や困りごとを把握し、他に必

要となる支援があれば担当部署につなげる。  ●  ● ●  

葬祭費 
 
 

葬儀執行者に対する葬祭費

の支給 

申請時の聞き取り等で必要となる支援があれば、担当部署に

つなげる。  ●  ● ●  

出産育児金 
 
 

出産（死産流産含む）に対

する育児金の支給 

申請時の聞き取り等で必要となる支援があれば、担当部署に

つなげる。  ●  ● ●  

緊急通報シス
テム運営事業 

在宅ひとり暮らしの高齢者

等の家に緊急通報装置本体

設置とそれに付属するペン

ダント・煙センサーの配置

を行う 

本事業により、独居生活の安全を図るとともに、聞き取り調査

等で生活実態や困りごとを把握し、他に必要と考えられる支

援があれば、担当部署につなげる。 

 
 ●  ● ●  

移送サービス
事業 
 
 
 
 
 

一般車両の利用が困難な在

宅寝たきり高齢者等を対象

に、医療機関への通院健診

の受診を容易にするため車

椅子用リフト付きの特殊車

両で送迎を行う 

本事業により、定期受診を保障するとともに、聞き取り調査等

で生活実態や困りごとを把握し、他に必要と考えられる支援

があれば、担当部署につなげる。 

 

 

 

 ●  ● ●  

除排雪サービ
ス事業 
 
 
 

独居又は高齢者世帯が安心

して在宅生活を継続できる

よう冬期間の屋根の除排雪

を実施する 

本事業により、安全な暮らしを支えるとともに、聞き取り調査

等で生活実態や困りごとを把握し、他に必要と考えられる支

援があれば、担当部署につなげる。 

 

 ●  ● ●  

くらし援助サ
ービス事業 
 
 

軽度の生活の手伝いがあれ

ば在宅生活が可能な人に対

し、訪問による生活支援サ

ービスを提供し生活の自立

を支援する 

サービス提供時の聞き取りなどで、生活実態や困りごとを把

握し、他に必要となる支援があれば、担当部署につなげる。 

 

 

 

 ●  ● ●  

いきいきセン
ター運営事業 
 
 
 
 
 
 

家に閉じこもりがちな高齢

者、要介護状態になるおそ

れのある高齢者に対して、

通所型サービスを提供する

ことにより、社会参加を促

進するとともに、生活自立

のための心身の活力を養え

るように支援する 

利用者同士の交流や運動を通じて心身の活力を養うととも

に、聞き取りや利用中の様子をみることで、他に必要な支援が

あれば担当部署につなげる。 

 

 
 ●  ● ●  

成年後見制度
推進事業 
 
 
 

旭川大雪圏域連携中枢都市

圏成年後見推進事業協定に

より市民後見人養成、旭川

成年後見支援センターを活

用する。また、判断力の不

十分な成年に対し、本人に

代わって町が家庭裁判所に

成年後見等申立てを行う。 

 

市民後見人養成と旭川成年後見支援センターの相談支援を活

用し、権利擁護を図ることで心配事の軽減を行う。また、家庭

裁判所への申立時の調査等で、生活実態や困りごとを把握し、

他に必要と考えられる支援があれば担当部署につなげる。 

 

 

 ● ● ● ●  

認知症予防支
援事業 
 
 
 
 

美瑛町キャラバン・メイト

連絡協議会を補助し認知症

サポーターの養成、認知症

に関する知識の普及啓発を

行う 

認知症に関する知識と理解を深めることで、誰もが住みやす

い環境を作るとともに、相互に見守り支援につなげる仕組み

を強化する。 

 

 ● ● ● ●  

地域ケア会議 
 
 
 

町内の保健、医療、介護等

の関係者による会議 

 

各種情報交換や事例検討会議を行う中で自殺予防対策等も協

議していく。 

 

 ● ● ● ●  

地域支援事業 
 
 
 

地域包括支援センターの設

置・運営、各種高齢者福祉

サービスの実施。 

 

地域包括支援センターによる高齢者の総合相談支援、地域サ

ロン活動、各種サービスの申請時の聞き取り等様々な相談支

援場面で町民のニーズを把握し、他に考えられる支援があれ

ば担当部署へつなげる。 

 

● ●  ● ●  



16 

 

地域見守り活
動 
 
 
 
 

美瑛町地域福祉総合連携会

議と民間事業者との地域見

守り活動協定 

 

 

業務の中で心配な点等があれば緊急対応又は地域包括支援セ

ンターへの相談を行うもの。自殺予防の視点を含めた相談支

援を行う。 

 

 

 ●   ●  

民生委員児童
委員協議会 
 
 
 

民生委員児童委員による地

域住民の相談、見守り、支

援等の実施 

 

定例会や各種研修会等において、自殺実態や自殺対策につい

ての情報を提供し、日常的な活動の重要性を再認識する。 

 

 

● ● ● ● ●  

ひとり暮らし
等施策 
 
 
 
 

高齢者等訪問活動におい

て、健康状態、困りごと、

福祉活動への要望等確認と

安否確認 

 

巡回訪問における相談員への情報提供と理解促進を図る。 

 

 

 

 

 ●  ●   

児童扶養手当
支給事務 
 
 

児童扶養手当の支給 

 

 

ひとり親に有用な情報を提供しながら、各種相談に応じると

ともに、包括的な支援につなげる。 

 

 ●  ● ●  

特別児童扶養
手当支給事務 
 
 

特別児童扶養手当の支給 

 

 

支給対象者で自殺リスクが高い方がいた場合に関係機関と連

携し、他機関への紹介等を行う。 

 

 ●  ● ●  

相談窓口業務 
 
 
 
 

地域住民の相談業務 

 

 

 

 

相談者で自殺リスクが高いと予見できた場合に関係機関と連

携し、他機関への紹介等を行う。 

 

 

 

 ●  ● ●  

福祉ハイヤー
助成事業 
 
 
 
 

障害者や高齢者の交通確保

のため、ハイヤー助成券を

交付する 

 

 

介護保険・障害福祉サービスの利用等、他に必要と考えられる

支援があれば、担当部署につなげる。 

高齢者・障害者の外出機会を増やし、引きこもり対策をする。 

 

 

 ●  ● ●  

人権擁護委員
会 
 
 
 
 

人権擁護委員による地域住

民の相談、見守り、支援等

の実施 

 

 

小中学生を対象としたいじめ等に関する人権教室における自

殺対策の啓発、相談業務における問題の早期発見、早期対応を

図る。 

 

 

 ● ● ● ●  

生活保護関連
業務 
 
 
 
 

生活保護申請に係る相談業

務 

各種申請の窓口業務 

 

 

各種申請の窓口業務や、ケースワーカーとの連携により、生活

困窮者の事情聴取をする。また、必要と考えられる支援があれ

ば、担当部署につなげる。 

 

 

 ●  ● ●  

高齢者福祉住
宅管理業務 
 
 
 

住宅困窮者の相談 

入居者の見守り 等 

 

 

 

緊急時通報システム等による安否確認のほか、家賃集金時等

に困り事や健康状態等を把握する。 

 

 

 

 ●  ●   

要保護児童対
策地域協議会 
 
 
 
 

虐待を受けている子どもを

始めとする要保護（支援）

児童の早期発見や適切な保

護を図る 

 

保育所や学校などの日常的な見守りで、支援が必要な家庭の

把握に努めるとともに、支援が必要な時には児童相談所、教育

機関、医療機関等と連携しながら対応する。 

 

 

 ●   ● ● 

社会福祉協議
会運営補助事
業 
 
 
 

社協によるひとり暮らし高

齢者訪問、心配事相談、生

活困窮者支援等各種福祉事

業の実施 

 

行政区、町内会、民児協等、関係機関と連携しながら、地域住

民の生きがいづくりや安否確認、コミュニティづくりを通し、

自殺予防につなげる。 

 

 

● ● ● ● ●  

地域自立支援
協議会 
 
 
 
 

協議会委員による障がい者

等の相談、助言、情報提供

等の協議 

 

 

自殺予防対策についての障がい者等の相談支援事業や地域関

係機関の連携強化にむけて協議する。 

 

 

 

● ● ● ● ●  

障害者手帳新
規・更新申請 
 
 
 

身体障害者手帳・療育手帳・

精神障害者保健福祉手帳の

新規・更新の手続きを行う 

 

 

申請時の聞き取り調査等で、生活実態や困りごとを把握し、他

に必要と考えられる支援があれば担当部署につなげる。 

 

 

 

 ●  ● ●  

自立支援医療
（精神通院）受
給者証新規・更
新 

精神疾患や人工透析のため

通院が必要な方の医療費を

助成する 

 

 

障害年金の受給や障害福祉サービスの利用等、他に必要と考

えられる支援があれば担当部署につなげる。 

 

 

 

 ●  ● ●  
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特別障害者手
当・障害児福祉
手当申請事務 
 

各手当の支給申請や現況確

認 

 

障害福祉サービスの利用等、他に必要と考えられる支援があ

れば担当部署につなげる。 

 

 ●  ● ●  

障害福祉サー
ビス支給決定
事務 
 
 

障害福祉サービスに係る区

分認定調査 

新規・更新申請事務 

 

区分認査の聞き取り調査等で、生活実態や困りごとを把握し、

他に必要と考えられる支援があれば担当部署につなげる。 

 

 

 ●  ● ●  

日常生活用具・
補装具支給申
請 
 
 

身体障害者が必要とする日

常生活用具・補装具の支給

申請事務 

 

障害年金の受給や障害福祉サービスの利用等、他に必要と考

えられる支援があれば担当部署につなげる。 

 

 

 ●  ● ●  

療育訓練所等
交通費助成事
業 
 
 

療育訓練所等の通所・通院

に要した交通費の一部を助

成する 

 

各種制度のパンフレットを渡すとともに、他に必要と考えら

れる支援があれば担当部署につなげる。 

 

 

 ●  ● ●  

福祉ハイヤー
助成事業 
 
 
 

障害者や高齢者の交通確保

のため、ハイヤー助成券を

交付する 

 

介護保険・障害福祉サービスの利用等、他に必要と考えられる

支援があれば担当部署につなげる。 

 

 

 ●     

有料道路障害
者割引・NHK
受信料免除申
請 
 

障害者手帳等を所持する方

への料金割引の申請受付事

務 

 

障害福祉サービスの利用等、他に必要と考えられる支援があ

れば担当部署につなげる。 

 

 

 ●     

障害者相談会 
 
 

「障害者の日」に合わせ、

障害者相談会を開催する 

 

身体障害者相談員、知的障害者相談員が障害者やその家族の

相談に応じる。 

 

 ●  ●   

障害者虐待相
談 
 
 

障害者虐待に関する相談や

通報に応じる 

 

道への報告や状況によって事実確認を行い、虐待を防止する。 

  ●     

障害者計画相
談 
 
 
 
 

障がい福祉サービス利用の

際の支給決定に必要なサー

ビス等利用計画の作成、相

談業務 

 

面接時の状態や家族、関係機関からの情報により、主治医や関

係機関と連携を図り支援を行う。 

 

 

 

 ●  ● ●  

保育所業務 
 
 
 
 
 
 

各保育所入所・支給認定事

務及び保護者との面談を含

む保育業務 

 

 

共働き世帯が増える中で、子育て世帯の安定した生活を支援

するため、保育利用の円滑化を図る。また、申込時や日々の面

談で家庭環境や児童の家庭での様子等を聞き取る際に、生活

や子育て等の困りごとを把握し、他に必要と考えられる支援

があれば担当部署につなげる。 

 

 ●  ●   

子育て世帯訪
問支援事業 

訪問支援員が居宅を訪問し

子育て支援を図る 

 

家事・子育て不安等を抱える家庭に訪問支援員を派遣し、不安

や悩みを傾聴しながら養育環境を整える。 

 

 

 ●     

一時預かり事
業 
 
 
 

一時的に保育が困難となっ

た児童を保育園で預かる 

 

 

 

申込時の児童の保育等の聞き取りで、生活実態や困りごとを

把握し、他に必要と考えられる支援があれば担当部署につな

げる。 

 

 

 ●  ●   

子育て支援事
業 
 
 

子育て親子に対して遊びの

場の提供や育児講座等によ

る育児支援や育児相談 

 

子育て世代の交流や情報交換の場を提供し、育児不安や孤立

感の緩和と、育児相談を通じての家庭内の困りごとを把握し、

他に必要と考えられる支援があれば担当部署につなげる。 

育児相談会では療育専門相談員により、保護者の育児につい

ての困り感や児の発達での困り感について、カウンセリング

による傾聴と助言を行い、保護者自身による解決法を導く。 

 ●  ●   

発達支援事業 
 
 
 

発達に心配のある子どもや

保護者の支援と相談、関係

機関との連携業務 

 

子どもの能力等の向上を図ると共に保護者の育児不安の軽減

を図り、保護者らの相談を受けると共に、他に必要と考えられ

る支援があれば、担当部署につなげる。 
 ●  ●   

母子保健 
 
 
 
 

各種母子保健に関する健

診、健康相談、家庭訪問等 

 

 

妊娠届出時には母子手帳の発行、妊婦健診受診券の発行及び

妊娠初期の保健指導を実施。地区担当保健師が、妊娠・出産に

ついての心配事（経済的不安、健康、育児についてなど選択肢

あり）を把握し早期に相談対応できる環境をつくっている。 

 ●  ●   

母子保健 
 
 
 
 

各種母子保健に関する健

診、健康相談、家庭訪問等 

 

 

妊娠中期の個別相談時に、不安や心配事について対応する。ま

た養育支援面談（民生児童委員と妊婦の面談）を実施し、地域

の相談役と繋ぐ機会を提供している。 

 

 ●  ● ●  
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産後 1 か月前後に新生児・産婦訪問を実施し、産後うつのス

クリーニングを必要時実施。ハイリスク者については、再度訪

問等を実施する。  ●     

乳幼児相談、すくすく教室、乳児健診時に子どもの発達や月

（年）齢に合わせた育児の困り感などを個別面談で確認。必要

時には、別に機会を設け、専門家による相談や保健師による相

談、療育機関の紹介等を実施する。 

 ●  ● ●  

精神保健 
 
 
 
 
 
 
 

精神保健に関する相談、講

演会 

 

 

 

 

精神保健相談会ではうつ病や統合失調症などの精神疾患に関

する相談、認知症に関する相談、発達障害に関する相談など、

本人、家族、関係者からの個別相談を実施。(月 1回、精神科

医による相談) 

こころの健康づくり教室では、自殺の原因になりえる精神疾

患やその前兆段階などの知識の普及啓発を図る。(年 1 回) 

 ● ● ●   

成人保健 
 
 
 

各種成人保健に関する健

診、健康相談、家庭訪問 

 

健診受診勧奨訪問、各種健診結果説明・相談、精検受診勧奨・

未受診勧奨、その他一般健康相談において、必要時、他事業や

担当部署を紹介する。 
 ●  ●   

農林課 

各種料理教室・

農産物加工体

験事業 

 

「北瑛小麦の丘」や「みの

り」を会場に町民を対象と

した体験教室を実施 

 

 

【事務局：美瑛町農業振興機構】 

町内産農畜産物を使った料理・加工体験教室を実施し交流の

場を提供している。 

 

 

●      

農業委員会 

アグリパート

ナー協議会 

 

農業後継者パートナー対策 

 

 

「Feeling chance in びえい」等の各種事業を開催し、農業

者の結婚を支援する。また、結婚後の女性を対象としたアグリ

パートナー交流会を開催し交流の場を提供している。 
●      

商工観光交流課（経済文化振興課） 

ホテルラヴニ

ール加工体験 

 

 

ホテルラヴニール加工体験

室で体験教室を実施 

 

 

 

【事務局：美瑛物産公社】 

町内産農畜産物を使った料理・加工体験教室を実施。 

 

 

 

●      

中小企業に対

する補助事業 

 

 

中小企業町特別融資貸付金 

中小企業者等振興補助事業 

 

 

 

補助金実施主体（商工会）が窓口となって相談・審査・経営指

導等を実施するため、商工会と連携し、事業者からの相談内容

により必要とする支援等について情報共有を図り、担当部署

との調整を行う。 

 

    ●  

中小企業者の

事業継承・失業

相談 

 

事業継承・失業に関する相

談 

 

 

商工会と連携し、事業者からの相談内容により必要とする支

援等について情報共有を図り、担当部署との調整を行う。 

 

 

    ●  

雇用対策（無料

職業紹介所） 

 

求職者（移住希望者を含む）

に対する情報提供 

 

旭川及び富良野ハローワークの求人情報の提供、町内求人情

報の提供。 

 

    ●  

文化スポーツ課 

各種イベント

事業 

 

 

 

３大イベント（ヘルシーマ

ラソン事業・美瑛センチュ

リーライド事業・宮様国際

スキーマラソン事業）を始

めとする町内イベント事業 

各実行委員会によるイベント開催（３大イベントについては

町内関係団体からのボランティア・関係各機関の協力を得て

実施）により、交流の場を提供している。 ●      

スポーツ振興

事業 

（大人版チャ

レンジクラブ） 

 

月に１度、軽スポーツを行

い日頃の運動不足やストレ

ス解消、仲間づくりを目的

とする 

 

スポーツセンターを会場にニュースポーツをはじめとする取

り組みやすい軽スポーツを実施し、心身ともにリフレッシュ

する。 

 

 

●      
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文化振興事業 

 

 

 

 

 

就学時から高齢者まで、幅

広い年齢層を対象に、各種

文化活動の事業を展開し、

参加者間の交流と生きがい

づくりを目的とする 

小中学生：自然体験、家庭教育等 

高校生：高校生ボランティア等 

青年・成年：文化事業（英会話教室等） 

高齢者：高齢者大学等 

全年齢：出会いふれあい祭り等 

●      

建設水道課 

公園改修事業 

 

 

 

公園内の整備工事 

 

 

 

 

死角を造らない。 

 

 

 

 

    ●  

上下水道料金

等徴収事務 

 

 

上下水道料金等徴収事務全

般 

 

 

 

上下水道関連の窓口来庁者や訪問徴収者で精神的に不安定な

方や自殺リスクが懸念される人の場合には、担当部署へ情報

提供を行う。 

 

 

 ●     

除排雪事業 

 

 

 

 

除排雪全般 

 

 

 

 

除排雪の要望、相談等で精神的に不安定な方や自殺リスクが

懸念される人の場合には、担当部署へ情報提供を行う。 

 

 

 

 ●     

各種補助事業 

 

 

 

住宅改修補助等全般 

 

 

 

 

各種補助申請の際に精神的に不安定な方や自殺リスクが懸念

される人の場合には、担当部署へ情報提供を行う。 

 

 

 

 ●     

税務課 

徴税・徴収管理

事業 

 

 

 

主に町税全般に係る徴税・

徴収業務 

 

 

 

税務関連の窓口来庁者で精神的に不安定な方や自殺リスクが

懸念される人の場合には、担当部署へ案内又は情報提供を行

う。 

 

 

 ●     

教育委員会管理課 

要保護及び準

要保護児童生

徒援助事業 

 

経済的理由により就学困難

な児童の保護者に対して必

要な就学援助を行う 

 

 

就学困難な児童生徒への学用品費、修学旅行費等の扶助を行

う。 

 

 

 

    ●  

特別支援教育

推進事業 

 

 

 

在籍児童生徒の状態像を把

握指導支援計画に反映する

よう医療機関と連携を図る 

 

 

医療同行に係る交付金を交付し、特別支援教育と医療機関と

の連携を図る。 

 

 

 

    ●  

スクールカウ

ンセラー 

及びこころの

相談 

 

各学校へスクールカウンセ

ラー等派遣 

 

 

 

不登校・いじめ等対策 

 

 

 

 

 ●  ● ●  

教育助手管理

事業 

 

 

 

多人数学級や複式学級など

に対するきめ細かな指導補

助者として配置 

 

 

教員および児童生徒へのきめ細かいフォロー 

 

 

 

 

 ●     

学校給食管理

運営事業 

 

 

 

学校給食無償化含む 

 

 

 

 

各学校へ学校給食無償化交付金を交付し、児童生徒の各家庭の経

済的な負担軽減につなげている。 

 

 

 

    ●  

小中学校通級

指導推進事業 

 

 

学校に通級指導教室を設置 

 

 

 

 

教材用消耗品・備品整備を行い、通級生徒の支援指導を行う。 

 

 

 

 

 ●     
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SOS の出し方

に関する教育 

いのちの大切さを学び、自

分らしく生きられる教育 

生活上の困難やストレスに直面した時の対象法や SOS の出

し方を学ぶための教育を学校と連携しながら行う。  ●    ● 

子どもの居場

所 

児童・生徒の居場所を設置 勉強や通学など様々な相談を受け、不安を減らしマイペース

な暮らしができるよう支援する。  ●    ● 

教職員研修事

業 

様々な教育課題に対応する

ため、計画的に教職員の研

修を実施する。 

児童生徒が発信する SOS サインに気づき、校内及び相談支

援機関と円滑に連携できる体制を整備する。 

 
 ● ●   ● 

町立病院 

病院事業 

 

 

 

 

 

診療業務 

相談業務 

 

 

 

 

診療又は相談業務を通じて、自殺リスクの高い患者等（町民）

の早期発見、対応に努める。 
 ●     

自殺リスクが高いと思われた患者等（町民）については、精神

科紹介又は担当部署に情報を提供する。 
 ●     

医療費徴収事

務 

 

 

 

 

滞納者の医療費の徴収及び

支払いの相談 

 

 

 

医療費滞納者の中には生活面で深刻な問題を抱えている場合

もあるため、支払相談において自殺リスクが高いと思われる

患者等については、担当部署に情報を提供する。 

 

 

 

 ●   ●  

 



　

自殺対策相談窓口一覧

あなたの気持ち、話してください。

こころのサインに気付いてください。

旭川市・鷹栖町・東神楽町・当麻町・比布町・
愛別町・上川町・東川町・美瑛町・幌加内町版

user
テキストボックス
別紙２



出典：自殺実態白書２０１３（ＮＰＯ法人ライフリンク発行）

北海道では毎日２～３名が自殺で亡くなっています。
上川中部でも毎年約７０人が自殺で亡くなっています。

自殺は様々な問題が複雑に重なり合い、追い込まれた末の死である
ことが明らかになっています。

悩みを抱えたこころは、パンクしそうにふくらんだ風船に似ています。

考えれば考えるほど、風船はふくらむばかりで、空気の出口をゆる

めようとしなくなってしまいます。

こんな時、突破口を切り開く第一歩が、だれかに話してみることです。
あなたもだれかに相談してみませんか？

自殺で亡くなった523人の、その一人ひとりの
亡くなるまでの軌跡を辿ると、そこには共通の
「自殺の危機経路」が浮かび上がってきた。

1



１．市町の母子保健・子育て支援、こころの健康、介護に関する総合相談

１）旭川市

市町名
母子保健・子育て相談

・女性相談窓口
介護・高齢者相談窓口 受付時間 備考

「母子保健」
母子保健課

０１６６－２６－２３９５

「子どもに係る相談」
子ども総合相談センター

０１６６－２６－５５００

「女性の悩みに関する相談」

女性相談
０１６６－２５－６４１８

２）上川保健所管内町
市町名 母子保健・子育て支援窓口 介護・高齢者相談窓口 受付時間 備考

鷹栖町
８:３０～１７:１５

(月～金）
健康福祉課

（サンホールはぴねす内）

８:３０～１７:１５

(月～金）

当麻町
健康課

０１６６-８４-２１１１
地域包括支援センター
０１６６－８４－２１１１

８:３０～１７:１５(月～金）

比布町
保健センター

０１６６-８５-２５５５
地域包括支援センター

０１６６-８５-２１１２
８:３０～１７:１５

(月～金）

愛別町
保健福祉課

０１６５８-６-５１１１
地域包括支援センター

０１６５８-６-４７７１
８:３０～１７:１５

(月～金）

上川町
保健福祉課

０１６５８-２-４０５４
・４０５５

保健福祉課
０１６５８-２-４０５４

・４０５５

８:３０～１７:１５
(月～金）

美瑛町
保健センター

０１６６-９２-７０００
地域包括支援センター

０１６６-９２ｰ４２４８
８:３０～１７:１５

(月～金）

幌加内町
保健福祉課

０１６５-３５-３０９０
地域包括支援センター

０１６５-３５-３０９０
８:３０～１７:１５

(月～金）

介護・高齢者相談
は旭川市内１１ヶ所
の地域包括支援セ
ンターでも対応しま
す

生活福祉相談センター
０１６６－８７－２１１２

健康ふくし課ふくしグループ

０１６６－８３－５４３０

保健福祉課社会福祉室

０１６６-８２-２１１１

基幹相談支援センターここりん相談室

相　談　窓　口

旭川市

東神楽町

保健福祉課
０１６５８－６－５１１１

健康推進課

０１６６－２５－６３６４

保健福祉課
介護福祉グループ

０１６５８－２－４０５５

こころの健康相談窓口

８:４５～１７:１５
(月～金）

保健福祉課
０１６６-８２-２１１１

地域包括支援センター
０１６６-８２-２１１１

障害相談支援センター
０１６６－９２－４４７３

東川町
基幹相談支援センターここりん相談室

０１６６－８２－４００７

８:３０～１７:１５
(月～金）

保健福祉課しあわせ
福祉係

０１６５-３５-３０９０

健康ふくし課
０１６６-８３-５４３１

地域包括支援センター
０１６６-８３-５６００

障害者相談窓口

福祉課
０１６６－８４－２１１１

保健福祉課福祉係
０１６６－８５－４８０４

０１６６－８２－４００７

介護１１９番
（介護総合相談）

０１６６-２５-９１１９
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２．こころの相談
受付時間 備考

 ２４時間

  木曜９:００～
　　　　月曜１５:３０連続

火・水曜９:００～１５:３０

 　毎月１０日８:００
　　　　　～翌１１日８:００

通話料無料

１０:００～２２:００
ナビダイヤル受付セ
ンターに順次おつな
ぎします。

 １０:００～１５:００
（月・火・木・金）

８:４５～１７:１５

（月～金）

８：４５～１７：３０
（月～金）

９:００～２１:００（月～金）

１０:００～１６:００

 （土・日・祝日）

３．健康に関する相談
分類 受付時間 備考

１０:００～１６:００
（月～金）

２４時間

 １０:００～１６:００
（水・土・日・祝日休み）

１１:００～１６:００
（月～金）

あなたが「自分にお
酒の問題がある」と
思うなら、HCOにお
問い合わせくださ
い。

常駐のスタッフがおりませ
んので、お返事に時間が
かかる場合がありますの

で、御了承ください。

ギャンブルの問題を
もつ当事者のミー
ティングを実施して
います。

電話対応時間
１０:００～１２:００

（月曜日と木曜日）

ギャンブルの問題に影
響を受けた家族や友
人のミーティングをして
います。旭川市内でも
開催しています。

薬物
依存

９:００～１７:００
（月～金）

当事者スタッフが対
応します

北海道いのちの電話

０１２０-７８３-５５６
日本いのちの電話連盟
自殺予防いのちの電話

日本いのちの電話連盟
ナビダイヤル

０５７０-７８３-５５６

０１１-７５０-０９１９　北海道ダルク

　ホームページ
　　　　　　　http//www.gajapan.jp/

　メール　gajapan@rj9.so-net.ne.jp

旭川いのちの電話 ０１６６-２３-４３４３

アルコール
依存

アルコホーリクス・アノニマス
AA北海道セントラルオフィス

（HCO）

対象地区：旭川市旭川市保健所健康推進課

０１６６-４６-５９９２

０１１-２３１-４３４３

０１１-５５７-４３２９
メール　hcoaa@yahoo.co.jp

０５７０-０６４-５５６
北海道立精神保健福祉センター

こころの電話相談

　面接予約
０１６６-２４-１９００

旭川連合断酒会

０１６６-２９-０１２３

０９０－１５２７－４４８９

 ９:００～２１:００

０１６６-５７-６７０１

自助グループ・アラ
ノンのグループや
書籍の紹介になり
ます。

当事者および専門
相談員が対応しま
す

 ９:００～２１:００

０４５－６４２－８７７７

緊急連絡先
０８０-６０９３-５６７０

うつ

対象地区：
鷹栖町・東神楽町・
当麻町・比布町・愛
別町・上川町・東川
町・美瑛町・幌加内
町

上川保健所健康推進課健康支援係

面接は予約制です
面接場所：
 旭川市５条庁舎

一般社団法人北・ほっかいどう
総合カウンセリング支援センター
北･ほっかいどう被害者相談室

連絡先

心の悩み相談
０１６６-２７-７６１１

相談窓口

０１６６-２５-６３６４

相談窓口

一般社団法人明るいうつの会

特定非営利活動（NPO）法人アラ
ノン・ジャパン事務局（GSO）

 (アルコール依存の問題を持つ
人との関わりにより影響を受けた

家族と友人の集まり）

連絡先

GA日本インフォメーションセン
ター

　ホームページ
　　　http://www.gam-anon.jp

　０３-６６５９-４８７９
　メール　info@gam-anon.jp

一般社団法人ギャマノン
日本サービスオフィス

ギャンブル
依存
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分類 受付時間 備考

１０:００～１５:３０
（月～金、平日のみ）

面接相談は完全予
約制です。（お電話
で予約下さい）

 １０:００～１７:００
（月～金）

精神障がい
１０:００～１６:００

（月～金）

　２４時間

８:００～２０:００

（事務局）
070-0824
旭川市錦町19丁目
2166-234(ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ
陽の木 内)

９:００～１６:３０（月～金）
９:００～１１:３０（土）

初診は事前に問い
合わせ、予約が必

要。

女性
８:４５～１７:３０

（月～金）

対象地区：
鷹栖町・東神楽町・
当麻町・比布町・愛
別町・上川町・東川
町・美瑛町・幌加内
町

９:００～１８:００
 （月～土）

９:００～１７:００（月～金）
 ９:００～１２:３０（土）

９:００～１７:００
（月～土）

障がいのある方の
一般就労について
のご相談を受けま
す。面談をご希望
の方は事前に予約
が必要です。

８:３０～１７:１５
（月～金）

対象：当麻町、比
布町、愛別町、上
川町の住民の方

※その他にも、障がいの特性に応じた相談支援を行っている事業所があります。

９:００～１７:００
（月～土）

０１６６-３８-１００１
上川中南部障害者就業・生活

支援センターきたのまち

高次脳機
能障がい

脳外傷友の会コロポックル道北 ０１６６－８５－６４６０

０１６６-７３-５９３６

０１６６－８４－７１１１

障がい

０１６６-３８-１１８０

北海道発達障害者支援
道北地域センターきたのまち

上川中部基幹相談支援センター
きたよん

旭川精神障害者家族連合会

上川保健所健康推進課
女性の健康サポートセンター

脳外傷友の会「コロポックル」

かみかわ相談支援センター
ねっと

旭川市障害者総合相談支援
センター　あそーと

０１６６-４６-５９９２

０１６６-３７-２８１０
医療法人社団　旭川圭泉会病院

認知症疾患医療センター

北海道難病連旭川支部

０１１-８５８-５６００

難病 ０１６６‐２４‐７６９０

０１６６-６１-４３１１

０１６６-５２-７７６０

９:００～１７:００
（月～金）

基本的に面談は身
近な支援者の方と
一緒に来所をお願
いしています。市町
村の相談窓口や基
幹相談支援事業所
にご相談の上ご連
絡をお願いします。

０１６６-３８-１００１

当事者が病気・生
活等々、何にでも
相談対応します

月曜日以外は面接
相談も可能です

月曜日以外は面接
相談も可能です

認知症

０１６６－５３－８８５３
医療法人社団志恩会

相川記念病院
認知症疾患医療センター

９:００～１６:３０
（月～金）メール相談

ninchi.c@keisenkai.or.jp

旭川認知症の人と家族を支える会
(やまびこ会)

０１６６-５２-７７６０

若年性認知症の人と家族の会
(旭川ひまわりの会)

０９０-３８９８-０４１８（担当　石井）
FAX　0166-67-2455

ﾒｰﾙ　hinoki34@ab.auone-net.jp
URL asahikawa-himawari.com

相談窓口 連絡先
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４．消費生活に関する相談
受付時間 備考

９:００～１６:３０
（月～金）

面接相談も可能で
す

９:００～１７:００
（月～金）

対象地区：
旭川市・鷹栖町・東
神楽町・当麻町・比
布町・愛別町・上川
町・東川町

５．労働に関する相談
受付時間 備考

１０:００～１７:００
（月～金）

通話料無料

８:３０～１７:１５
（月～金）

１７:００～２０:００
（月～金）

１３：００～１６：００（土）
通話料無料

８:４５～１７:３０
（月～金）

６．多重債務・法律に関する相談
受付時間 備考

情報提供
９:３０～１５:３０
法律相談受付
９:００～１７:００

（月～金）

９:００～１７:００
（月～金）

７．生活困窮に関する相談
受付時間 備考

８：４５～１７：１５
（月～金）

対象地区：旭川市

９:００～１８:００
（月～金）

対象地区：
上川管内１９町村

連絡先

上川総合振興局商工労働観光課

相談窓口

０５０-３３８３-５５６６

司法書士会総合相談センター・あさひかわ

連絡先

０１６６-２２-８２２８

北海道中小企業労働相談所
労働相談ホットライン

北海道立消費生活センター

相談窓口

相談窓口

相談窓口 連絡先

北海道労働組合総連合
労働相談ホットライン

電話　０１６６－２３－１１３４
FAX　０１６６－２２－８０２０

旭川公共職業安定所職業相談・紹介

旭川市自立サポートセンター

０５０-７５０５-０９９９

０１６６-３５-５９０１
旭川労働基準監督署

総合労働相談コーナー

旭川市消費生活センター

０１２０-３７８-０６０

０１６６-５１-７８３７

０１６６-４６-５９３８

８:３０～１７:１５（月～金）
０１６６-５１-０１７６

４１＃

０１２０-８１-６１０５

固定電話からは全
国一律３分8.5円(税
別)
携帯電話からは20
秒10円程度(税別)
公衆電話からは全
国一律１分10円

連絡先

　　　　　　おなやみなし

０５７０－０７８３７４

かみかわ・くらし安心センターほっと
電話　０１６６－５９－５００３
FAX　０１６６－５９－５２８３

９:００～２１:００（月～金）
９:００～１７:００ （土）

法テラス・サポートダイヤル

法テラス旭川
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受付時間

８:４５～１７:１５
（月～金）

８:４５～１７:１５
（月～金）

８:３０～１７:１５
（月～金）

８:３０～１７:１５
（月～金）

８:３０～１７:１５
（月～金）

８:３０～１７:００
（月～金）

８:３０～１７:１５
（月～金）

８:１５～１７:００
（月～金）

８:３０～１７:１５
（月～金）

８:３０～１７:１５
（月～金）

８:３０～１７:１５
（月～金）

８:４５～１７:３０
（月～金）

８:４５～１７:３０
（月～金）

『生活福祉資金』『臨時特例つなぎ資金』に
ついて対応します

『臨時特例つなぎ資金』
住居のない離職者で、次の条件に該当する
方への当面の生活費の貸付け
①失業等給付、住宅手当等の公的給付制度
　または就職安定資金融資等の公的貸付制
　度の申請を受理されており、かつ給付等の
　開始までの生活に困窮している
②貸付け希望者名義の金融機関の口座が
　ある

０１６６-８２-７５０５

０１６６-８７-４４５１

０１６６-８４-５７１１

連絡先

０１６５３-５-３０９０

旭川市社会福祉協議会

０１６５８-２-３３４３

比布町社会福祉協議会

上川町社会福祉協議会

０１６６-２３-１１８５

０１６６-４６-５９３８

東川町社会福祉協議会

相談窓口

愛別町社会福祉協議会

旭川市福祉保険部生活支援課

８．生活資金貸付け相談

０１６５８-６-６８００

『勤労者福祉資金』について対応します

０１１-２０４-５３４６

当麻町社会福祉協議会

幌加内町社会福祉協議会

美瑛町社会福祉協議会

０１６６-８５-２９４３

０１６６-９２-０７３３

東神楽町社会福祉協議会

『生活つなぎ資金』について対応します
・対象地区：旭川市
・相談に１時間程度必要なため、午前中は１
１時まで、午後は４時までにご来庁願います

０１６６-２５-９１０８

上川総合振興局
商工労働観光課

０１６６-８３-５４２４

備考

北海道経済部地域経済局
中小企業課

鷹栖町社会福祉協議会
『生活福祉資金』
低所得世帯、障害者世帯、高齢者世帯等へ
の必要に合わせた資金の貸し付け

※市町村により、上記以外にも独自事業
を実施している場合がありますので、直
接、お問い合わせ下さい。
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９．犯罪（トラブル）による被害等に関する相談
受付時間 備考

 １０:００～１５:００
 （月・火・木・金）

 １０:００～１５:００
 （月・火・木・金）

１０:００～１６:００
 （月～金）

１０:００～１６:００
（月～金）

８:４５～１７:３０
（月～金）

夜間・休日は当直
で受け付け（２４時
間対応）

８:４５～１７:３０
（月～金）

１３:００～１５:３０
（概ね1ヶ月に1回）

８:４５～１７:１５
（月～金）

対象地区：旭川市

９:００～１７:００
（月～金）

祝日、年末年始を除く

月～金 １３:００～２０:００
（土日祝祭日、12/29～

1/3を除く）

女性の性暴力被害
の相談に対応しま
す

祝日、年末年始を除く

　　　　　　　　　　　　　　　なくことないよ

旭川地方法務局
女性の人権ホットライン

メール相談　http://www.jinken.go.jp/

被害者相談
０１６６-２４-１９００

 面接予約
０１６６-２４-１９００

面接は予約制です
面接場所：
　旭川市５条庁舎

８:４５～１７:３０
（月～金）

夜間・休日は当直
で受け付け（２４時
間対応）

女性・ＤＶ相談に対
応します

１８:００～２１:００
（月～金）

メール相談利用に
ついては、左記
URLにアクセスの
上、必要事項を入
力してください。

８:３０～１７:１５
（月～金）

旭川市配偶者暴力相談支援センター

性暴力被害者支援センター北海道
ＳＡＣＲＡＣＨ(さくらこ)

０５０-３７８６-０７９９

上川総合振興局
配偶者暴力相談支援センター

北海道警察旭川方面本部
性犯罪被害１１０番

連絡先

０１６６-３４-９１１０　#９１１０
北海道警察旭川方面本部

相談センター

相談窓口

北海道交通事故相談所

０５７０-０７０-８１０

ウィメンズネット旭川 ０１６６-２４-１３８８

０１６６-２５-６４１８

０５７０－０７９７１４

０１２０-６７７-１１０　＃８１０３

上川総合振興局交通事故相談所

０１１-２３２-８７４０

一般社団法人北・ほっかいどう
総合カウンセリング支援センター
北･ほっかいどう被害者相談室

北海道家庭生活総合カウンセリングセンター
北海道被害者相談室

法テラス・犯罪被害者相談支援ダイヤル

面接予約電話
０１６６-４６-５９２３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハートさん

性暴力専用ダイヤル
０１１－２１１－８２８６

メール相談
kansei.dousei2@pref.

hokkaido.lg.jp

FAX相談
０１１-２３２-７４５２

９:００～２１:００（月～金）
９:００～１７:００（土）

０１６６-４６-５０８１

０５０-３５３３-４７０３
０１１-２０４-５２２０

祝日、年末年始を除
く。
電話相談は対応で
きません。
相談は、年間12回を
予定していますの
で、事前に日程等を
電話で確認してくだ
さい。

９:００～１６:３０
（月～金）

専門員面接巡回相談
０１６６-４６-５９２３

固定電話からは全
国一律３分8.5円(税
別)
携帯電話からは20
秒10円程度(税別)
公衆電話からは全
国一律１分10円
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１０．子ども・いじめ・学校に関する相談
受付時間 備考

通話料無料

メール相談利用について
は、左記URLにアクセス
の上、必要事項を入力し
てください。

 ２４時間

８:４５～１７:３０
（月～金）

８:４５～１７:３０
（月～金）

 毎日２４時間 通話料無料

返信に数日かかる
ことがあります。

子ども専用
フリーダイ
ヤル

０１２０－５２８５０６

８:４５～１７:３０
（月～金）

対象地区：
上川管内１９町村

８:４５～１７:３０
（月～金）

児童虐待通告・相
談については年中
２４時間対応

１１．自死遺族・わかちあい
受付時間 備考

８:４５～１７:３０
（月～金）

８:４５～１７:１５
（月～金）

旭川自死遺族わ
かちあいの会を開
催

旭川市保健所　健康推進課 ０１６６－２５－６３６４

旭川地方法務局
子どもの人権１１０番

 １６:００～２１:００
（毎日）

子ども相談室キラキラ星

メール相談
bacillusman425@yahoo.co.jp

１０:００～２０:００

子どもからの
SOS、子どもに関
する保護者からの
相談に応じます。

相談窓口

通話料無料
対象：１８歳未満

８:３０～１７:１５
（月～金）

メール相談　http://www.jinken.go.jp/

教育相談電話
０１６６-４６-５２４３

メール相談
kamikyo.seigaku1@pref.

hokkaido.lg.jp

北海道子ども相談支援センター

ＮＰＯ法人チャイルドラインほっかいどう

連絡先

２４時間子どもSOSダイヤル

上川教育局

０１６６-４６-５９９０

メール相談
11yoshino＠gmail.com

(ｱﾀﾏは半角数字のｲﾁが2つ)

０１２０-００７-１１０

０１２０-０-７８３１０

旭川市子ども総合相談センター

相談窓口

北海道警察旭川方面本部
少年相談１１０番

０１２０-９９-７７７７

０１２０-６７７-１１０

０１６６－６２－７２１５
０９０－５９８７－４９０２

北海道旭川児童相談所 ０１６６-２３-８１９５

自死遺族の思いを語る集い「癒しの会」

対象地区：旭川市

メール相談
kodomosodan@city.asahikawa.

hokkaido.jp

８:４５～１７:１５
（月～金）

月・木の電話相談は
２０:００まで

自死遺族のわかち
あいの会を開催

０１１-８６４-７０００

０９０-５０７６-０３９９（吉野淳一）

北海道立精神保健福祉センター

０１２０－３８８２－５６

代表　０１６６－２６－５５００

 ８:００～２３:００

連絡先

メール相談
doken-sodan＠hokkaido-c.ed.jp

上川総合振興局保健環境部社会福祉課
家庭児童相談室
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１２．精神科病院
受付時間 備考

８:３０～１２:００（月～金）
［外来診療受付時間］

初診は他院の紹介
状と事前の問い合
わせ、予約が必要

８:００～１１:３０（月～金）
［外来診療受付時間］

初診は予約が必要

９:００～１６:３０（月～金）
９:００～１１:３０ （土）
［外来診療受付時間］

初診は予約が必要

９:００～１２:００（月～金）
［外来診療受付時間］

初診は事前に問い
合わせ、予約が必
要

９:００～１１:３０（月～金）
［外来診療受付時間］

初診は予約が必要

９:００～１５:３０（月水金）
１３:３０～１５:３０（火）
９:００～1２:００（木）

※第１・３木曜のみ９:００
～１５:３０

初診は事前に問い
合わせ、予約が必
要

９:００～１２:００（月～金）
［外来診療受付時間］

０１６６-３６-７７８４

医療法人社団　志恩会相川記念病院
医療相談室

０１６６-２４-３１８１

医療法人社団　旭川圭泉会病院
社会復帰・地域医療連携部医療相談室

市立旭川病院

０１６６-５１-３４２１

０１６６-２５-１１１１医療法人丸谷会　丸谷病院

医療法人社団六樹会　聖台病院 ０１６６-８３-３５２２

連絡先

０１６６-６５-２１１１

　 詳細については各機関にご確認ください。

相談窓口

旭川医科大学病院

※相談される場合は各機関によって専門とする相談内容や対象が異なります。

医療法人順真会　メイプル病院 ０１６６-２２-７２４５

編集・発行：平成２３年２月２４日 上川中部自殺対策連絡会議

改 訂 ：平成３１年２月５日

【事務局】
北海道上川保健所（上川総合振興局保健環境部保健行政室）
健康推進課

〒０７９－８６１０

北海道旭川市永山６条１９丁目１ 上川合同庁舎

ＴＥＬ：０１６６-４６-５９９２

このパンフレットは様々な問題で悩んでいる方や、

その方を心配しているご家族やお友達のために作成しました。

こころが疲れた時、不安や問題を抱えている時、１人で抱えこまないでください。
問題解決のお手伝いができる様々な相談窓口がありますので、ぜひご活用ください。
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